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2022 年度前期授業の実施方針について 

 

 大阪府立大学では、大学は単なる授業提供の場ではなく、学生同士また学生教員の結びつ

き、交流など様々な場であることも肝要と考えています。 

この考えに基づき、これまでの新型コロナウイルス感染症を取り巻く状況下で様々な制

限はありますが、感染防止策を講じながら、対面授業を中心に実施できるよう進めていると

ころです。 

2022 年度も引き続き、新型コロナウイルス感染症への対応が必要となりますが、これま

での取り組みや経験を踏まえ、2022 年度前期は次の方針で授業を実施します。 

 

記 

１．2022 年度前期授業の実施方針について 

〇授業区分や授業形態（講義・演習・実験・実習）に拘わらず、対面授業を基本とし

ます。 

 

〇対面授業の受講にあたっては、学生の皆さんには登学していただくことを基本と

します。 

 

〇一部の授業については対面と遠隔の併用、もしくは遠隔授業とします。 

 【遠隔授業となる授業の例】 

  ・受講者数が多い授業、感染拡大防止の観点から大学が別に定める教室定員を上限とした場合

に収容できない授業 

  ・カリキュラム内容や授業の特性等に鑑み、遠隔授業の実施により高い教育効果が見込まれる

授業 など 

 

〇遠隔授業であっても、定期試験を実施する授業は原則対面での試験とします。 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況が著しく悪化した場合等においては、

対面授業を遠隔授業に切り替えて実施する場合があります。 

   

   上記の方針となりますので、４月に大学へ登学できる準備を進めていただくようお 

願いします。また、遠隔で実施する授業もありますので、自宅などで授業を受講する

ための PC とインターネット回線の準備をしてください。 

 

 



２．学内における感染予防対策について 

○毎朝の検温に加え、学内での原則マスク着用、こまめな手洗い・手指消毒・うがいの

励行等感染拡大防止策の徹底を指導しています。 

○棟の入口や教室、廊下等に、手指用のアルコール消毒液等を設置し、学生・教職員に

対し手指消毒を周知徹底しています。また、消毒液の携帯を推奨し、学内でアルコー

ル消毒液がなくなった場合は学内で補充できます。 

  ○教室においては、一定の距離を保って着席できるように配慮しています。 

  ○着席位置の管理のために教室座席にＱＲ登録システムを導入しています。 

  ○室内は定期的に換気を行い、またその換気状況についても確認します。 

  ○教員が授業を行う際の飛沫が学生の座席に直接飛ばないように、十分な距離が保て

ない教室においては教卓にアクリル板を設置します。 

○体調不良の学生・教職員には登学しないよう指導しています。 

 

 

３．今後について 

各授業科目が『対面授業（半数回数以上の授業を対面で実施するものを含む）』『遠隔授業

（半数回数未満の授業を対面で実施するものを含む）』のいずれで開講されるかにつきまし

ては、３月中旬に公表される時間割にて、詳細については３月下旬に公表されるシラバスな

どにてお知らせいたしますので、しばらくお待ちいただき、そちらをご確認いただきますよ

うよろしくお願いします。 

 

2022 年３月４日 
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